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1．はじめに 

半導体デバイスの特性は，使用する材料，デバイスの形状，周囲温度などの動作環境によって

変化する．これらの関係は，電子工学や半導体工学などの授業で教えられているが，初学者にと

ってわかりやすい内容であるとは言えない．教育方法の一つとして，学生自身がデバイスを作製・

測定を行う実験実習が有効であると考えられる．舞鶴高専専攻科の特別実験ではショットキーバ

リヤダイオードの作製に取り組んでおり，学生に対して行った実習前後のアンケートより，この

実習が半導体デバイスの学習として有効であることが確認できた[1]．今回，作製プロセスの更

なる短時間化，および蒸着装置を用いない電極の形成を目指し，液体金属を用いたショットキー

バリヤダイオードの開発を行ったので，その結果を報告する．  

 

2．液体金属の作製および電極の形成                                                                 

 今回，ガリウム(Ga)，インジウム(In)，スズ(Sn)からな

る液体金属を作製した．この液体金属は，融点が-19[℃]

の低融点合金であり，毒性も低い．また，作製した液体

金属を，電極として基板上に形成する方法について検討

を行った．方法のひとつとして，スプレーを用いて EGaIn

インクを塗布した結果が報告されている[2]．今回は，シ

ルクスクリーン印刷による電極の形成を試み，その特性

を測定した． 

 

3．実験結果 

   今回の実験では，抵抗率≤ 0.02[Ω・cm]の低抵抗シリコンウェハと Ga-In-Sn合金を用いて作製

した試料でダイオード特性が得られた．また，超音波発生器を用いて Ga-In-Sn合金をイソプロピ

ルアルコール中で微粒子化させることで，シルクスクリーン印刷で基板上に塗布することができ

た(図 1参照)．今後，時間経過による電極表面の劣化や特性の変化の有無を確かめる． 
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図 1 作製した電極 
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